
 

那賀防火管理協議会の会員視察研修ということで、１１月１８日

（月）神戸空港消防所と神戸市民防災総合センターを訪れ、防火防 

災に関する研修を受けました。 

「神戸空港消防所」は、空港での万一

の航空機災害に備えて大型化学車など

が配備されており、空港が開港してい

る時間の間、空港消防隊が勤務につい

ているとのことでした。空港消防隊の管轄は、滑走路とその周辺の

敷地で、ターミナルでの建物火災などは管轄外で、神戸市消防局が

管轄となるそうです。日常の街中に

ある消防署とは様々な面で違いがあ

り興味をもって学ぶことができまし

た。 



「神戸市民防災総合センター」では 

全国で初めて、VR（仮想体験）機器に

よる土砂災害体験を神戸市民を対象

に行われており、今回、当協議会も特

別に受講体験させていただきました。 

体験では、臨場感のある土石流の様子が映し出さ

れ、土砂や石、倒れた木々、土石流で流されたバ

イクなどが、逃げ場がないほど自分の身にふりかかり、逃げること

が困難となってしまいました。このような状況では

避難しても、その途中に土砂災害に巻き込まれ命を

落としてしまうと実感しました。 

 今後も起こりうる巨大台風や豪雨災害に対して、発令された避難

勧告時、適切に避難する、命を守る行動をとるということの重要性

を再認識する貴重な研修でありました。 

 



 

 

 

 

 

 

 



神戸市民防災総合センターにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


